
 

 

 

 新宿区では、「子育てしやすいまち」の実現を目指し、平成21年度には、新たな「次世代育成支援計画（後期

計画）」を策定する予定です。後期計画の策定に向けて、区民の皆様の子育てに関する状況やご意見ご要望を把握

するために「次世代育成支援に関する調査」を実施しました。ここに、調査結果の一部をご紹介いたします。 

調 査 の 概 要  

 
標本抽出 住民基本台帳から年齢別に無作為抽出 

調査方法 郵送配布－郵送回収法 

調
査
設
計 

調査期間 平成 20 年 11 月 17 日（月）～12 月１日（月） 

 
 

1 就学前児童の保護者調査 区内在住の就学前児童の保護者 

2 小学生の保護者調査 区内在住の小学校１年生から小学校６年生の保護者 

3 中学生の保護者調査 区内在住の中学校１年生から中学校３年生の保護者 

4 中学生の日常生活と意識に
関するアンケート 

区内在住の中学校１年生から中学校３年生 

5 青少年の日常生活と意識に
関する調査 

区内在住の15歳から17歳までの男女 

調
査
対
象 

6 少子社会に関する調査 区内在住の18歳から34歳までの男女 

平成20年10月１日現在 
 

 
対象者数 有効回収数 有効回収率 

1 就学前児童の保護者調査 1,500 920 61.3％

2 小学生の保護者調査 1,500 924 61.6％

3 中学生の保護者調査 300 190 63.3％

4 中学生の日常生活と意識
に関するアンケート 

300 151 50.3％

5 青少年の日常生活と意識
に関する調査 

300 113 37.7％

6 少子社会に関する調査 1,100 249 22.6％

回
収
状
況 

  合 計 5,000 2,547 50.9％
 

◆報告書の見方◆ 

１ 図表の中のｎとは該当質問の回答者数を表しています。 

２ 本文、図表中の百分率（%）は小数点以下第２位を四捨五入しているため、あるいは複数回答の

ため、数値の合計が 100 にならない場合があります。 

３ 図表作成の都合上、選択肢表記や回答の小さい比率は、短縮・省略している場合があります。 
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就学前児童保護者・小学生保護者・中学生保護者調査の結果 

１

１

２

１

中

保護

児童

保護
 子どもと家族の状況 

■きょうだいの数 就学前児童は「１人」43.9％、「２人」42.9％。 

小学生は「１人」25.1％、「２人」51.6％。 

         中学生は「１人」、「２人」が 54.2％。 

■家族 就学前児童は、両親同居家族が 87.0％、ひとり親家庭が 4.1％、 

祖父母同居が 11.7％。 

小学生は、両親同居家族が 82.3％、ひとり親家庭が 7.9％、 

祖父母同居が 14.2％。 

中学生は、両親同居家族が 77.9％、ひとり親家庭が 16.8％、 

祖父母同居が 16.8％。 

■主に世話をしている保護者の就労状況 

 就学前児童は「就労している」が 38.8％。 

小学生は「就労している」が 54.9％。 

         中学生は「就労している」が 68.9％。 

 

子どもと家族の状況について  

子育てについて  

中学生保護者小学生 就学前児童

小学生 中学生保護者就学前児童 子育ての楽しさ 

子育てを「とても楽しい」と思っている保護者は、就学前児童では50.4％、小学生では40.2％、

学生では35.3％となっています。 

者 

n

平成20年度調査 (920)

平成15年度調査 (1364)

平成20年度調査 (924)

平成15年度調査 (1302)

平成20年度調査 (190)

50.4

38.6

40.2

32.1

35.3

45.9

56.6

55.1

60.9

57.4

3.5

4.2

4.1

6.1

7.4

0.4

0.4

0.4

0.5

0.2

0.3

0.2
(％)

とても 
楽しい 

まあまあ 
楽しい 

あまり 
楽しくない 

まったく 
楽しくない 

不明 

保護者 

（参考） 

（参考） 

者 

図表１ 
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中学生保護者小学生 就学前児童２ 子育てのつらさ 

 
子育てがつらいと「いつも思う」という保護者は、就学前児童では 3.3％、小学生では 4.4％、

中学生では5.3％となっています。 

 
 図表２ 子育ての楽しさとのクロス集計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

就学前児童保護者 

n

全体 (920)

とても楽しい (464)

まあまあ楽しい (422)

( 32)

3.3

0.9

3.1

40.6

44.5

29.1

60.4

59.4

38.8

45.5

34.1

12.1

1.9

22.2

0.5

2.4

1.4

(％)

いつも思う ときどき 
思う 

あまり 
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まったく 
思わない 

不明 

子育てのつらさ 

あまり楽しくない

子
育
て
の
楽
し
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学生保護者 

n

全体 (924)

とても楽しい (371)

まあまあ楽しい (509)

あまり楽しくない ( 38)

まったく楽しくない ( 4)

4.4

1.9

2.8

42.1

100.0

44.5

29.1

56.0

47.4

38.2

42.6

37.5

10.5

12.4

3.5

25.9

0.2

0.5

0.4

(％)

いつも思う ときどき 
思う 

あまり 
思わない 

まったく 
思わない 

不明 

子育てのつらさ 

子
育
て
の
楽
し
さ 
 
 

 

n

全体 (190)

とても楽しい ( 67)

まあまあ楽しい (109)

あまり楽しくない ( 14)

5.3

2.8

50.0

41.1

22.4

51.4

50.0

35.8

35.8

40.4

17.4

5.5

40.3 1.5

0.5

(％)

いつも思う ときどき 
思う 

あまり 
思わない 

まったく 
思わない 

不明 

子育てのつらさ 中学生保護者 

 
 
 
 
 

子
育
て
の
楽
し
さ 
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中学生保護者小学生 就学前児童３ 子育ての悩み 

 
子育ての悩みは、就学前児童保護者、小学生保護者ともに「子どもの遊ばせ方やしつけについて」

が最も多くなっています。就学前児童保護者では、次に「仕事や自分のことが十分にできない」が

31.8％で続いています。 

中学生保護者では、「進路や進学のこと」が 55.3％で最も多く、次に「日常生活のしつけ

や生活習慣に関すること」（36.3％）、「学習・授業の進度のこと」（32.6％）の順に続いて

います。悩みの相談先は、「配偶者（夫、妻）」が 66.8％、「近所の友人・知人」が 48.4％

となっています。 

 
 

図表３ （複数回答、上位10項目および「特に悩んでいることはない」）  
 
 
 就学前児童保護者 

 小学生保護者 
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１ 子育て仲間について 

 
子育て仲間について、「子育てのことを相談したり、話したりする友人・知人がいる」は就学前

児童保護者では53.4％、小学生保護者では55.3％、「PTAや保育園・幼稚園時代からの同世代の

子どもを持つ子育て仲間がいる」が小学生保護者で73.9％となっています。 

 
  
 

地域での子育て支援について 

就学前児童 小学生

仲間づくりの機会への参加意向 子育て仲間の有無（複数回答） 図表５図表４ 

３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

0 20 40 60(％)

Ｐ
同年代

助

（

助

0 20 40 60 80(％)

 

 

 

 

就学前児童保護者 
ぜひ参加したい

参加したい

あまり参加
したくない

参加したくない

不明

14.0

38.8

39.5

7.0

0.8

n=129

0 20 40 60(％0 20 40 60 80(％)

子育てのことを相談したり、
話したりする友人・知人がいる

保育園や幼稚園などの
送り迎えの際に話をする人がいる

一緒に子どもを遊ばせたり、
け合ったりする子育て仲間がいる

共同保育などの活動を行う
子育てグループに入っている

同年代の子どもの親との
つきあいは、あまりない

不明

53.4

53.3

40.9

4.1

14.0

1.1 n=920

)
小学生保護者 
２ 安心して子育てするために地域で必要だと思う取り組み 

安心して子育てするために地域で必要だと思う取り組みは、就学前児童保護者では「子育

て中の親子が集まり、話したり遊んだりできる場を増やす」が 58.4％、小学生保護者では

「学校や保護者、地域の人たちが協力し、子どもの安全を守るための活動をする」が 55.1％

で最も多くなっています。 

ぜひ参加したい

参加したい

あまり参加
したくない

参加したくない

不明

-

18.4

54.4

24.8

2.4

就学前児童 小学生

n=125

ＴＡや保育園・幼稚園時代からの
の子どもを持つ子育て仲間がいる

子育てのことを相談したり、
話したりする友人・知人がいる

一緒に子どもを遊ばせたり、
け合ったりする子育て仲間がいる

不明

同年代の子どもの親との
つきあいは、あまりない

73.9

55.3

42.0

13.5

1.1 n=924

図表６ 58.4

45.5 41.0

2.51.8
7.6

18.0
25.929.630.7

49.3

1.63.4
9.413.6

25.1
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39.3

0
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60
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４ 子どもの遊び場や外出環境について 

 
就学前児童 小学生１ 子どもの遊び場で困っていること 

 
子どもの遊び場で困っていることは、就学前児童保護者では「雨の日に遊べる場所がない」

が 42.3％、小学生保護者では「思い切り遊ぶための十分な広さがない」が 40.6％で最も

多くなっています。 

 
図表７ （複数回答、上位10項目および「特にない」） 
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就学前児童 小学生２ 子どもと外出/子どもがひとりで外出している時に心配なこと 

 
子どもと外出/子どもがひとりで外出している時に心配なことは、就学前児童保護者では

「交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていないこと」が 80.4％、小学生保護

者では「子どもが犯罪の被害にあわないか心配なこと」が 87.4％で最も多くなっています。 

 
       図表８ （複数回答） 

 就学前児童保護者 小学生保護者 

 

子どもが犯罪の被害に
あわないか心配なこと

塾や習い事などで帰りが遅くなる時に、
不審者にあわないか心配なこと

歩道や信号がない通りや大きな通りが
多く、交通安全上の心配があること

危険な場所で遊んでけがをするなど、
事故にあわないか心配なこと

近所づきあいがあまりなく、子どもが困って
いる時に手を貸してくれる人が少ないこと

その他

特に心配なことはない

不明

87.4

66.9

47.2

24.2

11.6

5.5

1.5

0.3

0 20 40 60 80 100(％)

n=924

80.4
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69.2

69.1

62.2

.7
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50
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交通機関や建物がベビーカーでの
移動に配慮されていないこと

授乳する場所や必要な
設備がないこと

小さな子どもとの食事に
配慮された場所がないこと

買い物や用事の合間の気分転換に、
子どもを遊ばせる場所がないこと

歩道の段差などがベビーカーや自転車の
通行・歩行の妨げになっていること

トイレがオムツ替えや親子での
利用に配慮されていないこと

荷物や子どもに手をとられて困っている
ときに手を貸してくれる人が少ないこと

周囲の人が子ども連れを
迷惑そうに見ること

歩道や信号がない通りが多く、
安全に心配があること

その他

― 6 ― 



 

 

― 7 ― 

 
５ 子どもの健康について 

 
就学前児童 小学生１ 子どもの食事で大切にしていること 

 
子どもの食事で大切にしていることは、就学前児童保護者、小学生保護者ともに「栄養の

バランス」が最も多くなっています。 

 
図表９ 
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６ 子育てと仕事への関わり方について 

 
１ 主に子どもの世話をしている保護者の職場にある子育て支援施策 就学前児童 小学生

 
主に子どもの世話をしている保護者の職場にある子育て支援施策のうち、「実際に利用し

たことがある」制度として、育児休業制度が就学前児童保護者（39.5％）、小学生保護者

（21.1％）ともに最も多くなっています。そのほか、出産祝いなどの経済的支援や勤務時

間短縮制度（始業時間繰上げや終業時間の繰下げ）も「実際に利用したことがある」が多く

なっています。 

 
        図表10

育児休業制度

フレックスタイム

勤務時間短縮制度
（始業時間繰上げや終業時間の繰下げ）

子どもの看護のための休暇

出産退職後の再雇用制度

出産祝いなどの経済的支援
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6.9

13.8

13.4

7.9

4.3
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育児休業制度

フレックスタイム

勤務時間短縮制度
（始業時間繰上げや終業時間の繰下げ）

子どもの看護のための休暇

出産退職後の再雇用制度

出産祝いなどの経済的支援

39.5

12.3

30.3

25.8

4.8

33.3

12.0

7.8

12.6

13.4

10.4

3.6

0 20 40 60 (％)

実際に利用したことがある

制度はあるが、利用したことはない

就学前児童保護者 n=375 

小学生保護者 n=507 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
就学前児童 小学生２ 育児休業から仕事に復帰するときの心配ごと 

 
育児休業から仕事に復帰するときの心配ごとは、就学前児童保護者、小学生保護者ともに

「子育てと仕事の両立が難しいのではないかということ」が最も多くなっています。 

 

子育てと仕事の両立が難しいのでは
ないかということ

子どもが病気の時に休みにくい、時間短縮勤務を
しにくいのではないかということ

休業中の社会の変化や会社内の仕事の変化に
ついていけないのではないかということ

子どもが保育施設になじめないのでは
ないかということ

働きにくい環境におかれるのでは
ないかということ

昇進・昇格が過度に遅れるのでは
ないかということ

パートナーや親戚の理解・協力が
得られないのではないかということ

元の職場に戻れないのでは
ないかということ

給与や賞与等を不当に減らされることが
あるのではないかということ

解雇、退職、パートタイム等への変更を
勧められることがあるのではないかということ

その他

不明

77.0

62.6

54.0

40.3

29.5

18.0

16.5

13.7

12.2

10.1

10.1

3.6

74.8

53.4

46.6

30.1

11.7

26.2

10.7

12.6

9.7

4.9

11.7

1.0

0 20 40 60 80 (％)

就学前児童保護者  n=139

小学生保護者      n=103

（複数回答） 図表11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学生保護者小学生 就学前児童３ 家事や子育てへの関わり 

 
家事や子育てへの関わりについて、就学前児童保護者では、母親の関わり方は「十分であ

る」が家事（55.4％）、子育て（58.9％）とも５割を超えていますが、父親の関わり方は

家事（29.4％）、子育て（40.0％）となっています。小学生保護者では、母親の関わり方

は「十分である」が家事（47.6％）、子育て（48.9％）、父親の関わり方は家事（18.8％）、

子育て（30.0％）となっています。 

 
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表12

n

(912)

(848)

(912)

(848)

47.6

48.9

18.8

30.0

22.6

23.1

31.7

30.7

11.5

10.1

30.4

20.9

18.3

17.9

19.1

18.5

n

(912)

(912)

(877)

(877)

55.4

58.9

29.4

40.0

23.6

24.7

28.2

29.0

12.6

8.0

34.0

22.5

8.4

8.4

8.4

8.6

(％)

 

子育て 

 

子育て 

 
家事 

家事 

就学前児童保護者 

十分である どちらとも 
いえない 

十分ではない 不明 

子育て 

家事 

家事 

子育て 

母親の 
関わり方 

父親の 
関わり方 

小学生保護者 

母親の 
関わり方 

父親の 
関わり方 
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 中学生保護者では、母親の関わり方について、「十分である」は家事（61.5％）、子育て

（60.4％）ともに６割を超えていますが、父親の関わり方は家事で 26.1％、子育てで 41.8％

となっています。 
 
        図表13

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４ 家事や子育てへの関わりが十分でない理由 就学前児童 小学生 中学生保護者

(165)

n

(187)

(187)

(165)

61.5

60.4

26.1

41.8

23.0

27.3

29.1

29.7

13.9

9.6

41.8

25.5 3.0

3.0

2.7

1.6

(％)

十分で 
ある 

どちらとも 
いえない 

十分では 
ない 

不明 

子育て 

 

 
家事 

家事 

子育て 

中学生保護者 

母親の 
関わり方 

父親の 
関わり方 

 
家事や子育てへの関わりが十分でない理由は、母親、父親ともに「仕事が忙しすぎるため」

が最も多くなっています。次に、母親については、小学生保護者と中学生保護者で「子育て

のための時間短縮や休業制度などがない・利用しにくいため」が多くなっています。父親に

ついては就学前児童保護者で「子育てのための時間短縮や休業制度などがない・利用しにく

いため」が比較的多くなっています。 

 
 
        

70.5

24.7

15.7

5.7

5.7

1.2

6.6

8.7

6.3
10.1

6.3

71.4

18.8

13.9

5.2

3.8

0.3

6.3

6.3

50.0

14.5

18.4

11.8

2.6

2.6

6.6

3.9

10.5

0 20 40 60 80(％)

就学前児童保護者  n=332

小学生保護者      n=287

中学生保護者      n=76

49.6

15.0

7.1

1.6

2.4

0.8

2.4

3.1

27.6

14.2

65.6

27.3

7.8

-

2.3

0.8

3.1

1.6

23.4

5.5

76.7

36.7

10.0

3.3

20.0

3.3

-

-

-

-

020406080(％)

就学前児童保護者  n=127

小学生保護者      n=128

中学生保護者      n=30

母親について 父親について 

（複数回答） 図表14

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仕 事 が 忙 し す ぎ る た め

子 育 て の た め の 時 間 短 縮 や

休業制度などがない・利用しにくいため

趣 味 や 自 分 の 個 人 的 な 楽 し み を

大 切 に し た い た め

子 ど も の こ と や 家 庭 の こ と に

あ ま り 関 心 が な い た め

子どもの世話は面倒だと考えているため

子育てを大切だと思っていないため

子どもとの接し方がわからないため

子育てに関する知識や情報が乏しいため 

そ の 他
7.7
13.2

不 明
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中学生保護者小学生 就学前児童５ 仕事と子育ての両立のために必要なこと 

 
仕事と子育ての両立のために必要なことは、「家族の協力」が就学前児童保護者で 52.2％、

小学生保護者で 53.5％、中学生保護者で 76.8％と特に多くなっています。次に、就学前

児童保護者では「親の仕事の形態に合わせた保育施設や保育サービスの充実」（32.3％）、

小学生保護者と中学生保護者では「職場の中の意識や理解、協力体制」（30.3％、49.5％）

が続いています。 

 
        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

家族の協力

親の仕事の形態に合わせた
保育施設や保育サービスの充実

職場の中の意識や理解、協力体制

勤務時間短縮制度の導入

子育て後に再就職できる制度の充実

事業所内保育施設の整備・充実

学童クラブの整備・充実

時間単位の育児休業取得など、
育児休業制度の充実

その他

不明

52.2

32.3

26.4

14.3

11.8

10.7

10.0

7.5

1.8

12.3

53.5

18.4

30.3

14.0

10.3

4.4

13.0

6.7

3.9

17.1

76.8

37.9

49.5

30.0

34.2

21.6

-

24.7

6.8

5.3

0 20 40 60 80 (％)

就学前児童保護者  n=920

小学生保護者      n=924

中学生保護者　　　n=190

（複数回答） 図表15
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７ 新宿区の子育て環境について 

中学生保護者小学生 就学前児童１ 新宿区の子育て環境評価 

 
新宿区が「子育てしやすいまちだと思う」は就学前児童保護者で 35.9％、小学生保護者

で 35.0％、中学生保護者で 40.0％です。その理由は、「交通機関が便利である」が最も多

くなっています。 

一方、子育てしやすいまちだと思わない理由は「自然環境が良くない」、「事故や犯罪が多

く危険を感じる」、「公園や児童館など子どもの居場所が少ない」などが多くなっています。 

 
 
図表16 

35.9

35.0

40.0

22.6

21.4

14.2

40.2

41.0

40.0 3.2

0.5

1.0

2.6

0.8

1.6

(％)

子育てしや 
すいまちだ 
と思う 

子育てしや 
すいまちだ 
と思わない 

どちらとも 
いえない 

その他 不明 
 
 n

(924)

(190)

(920)就学前児童保護者 

小学生保護者 

中学生保護者 

 
 
 
 
 

 

  
図表17 子育てしやすいまちだと思う理由（複数回答）  

順位 就学前児童保護者 n=330 小学生保護者 n=323 中学生保護者 n=76 

１ 
交通機関が便利である 

 231人 

交通機関が便利である 

 238人

交通機関が便利である 

 63人

２ 
公園や児童館など子どもの 

遊び場が多い 155人 

職場と住居が近い 

 120人

学校の教育環境が良い 

 36人

３ 
保育園、幼稚園などが利用 

しやすい 133人 

公園や児童館など子どもの 

遊び場が多い 118人

図書館や体育館・グラウンドなどの

公共施設が利用しやすい 29人

４ 
職場と住居が近い  

 104 人 

住環境が良い 

 108人

職場と住居が近い 

 24人

５ 
住環境が良い  

 85人 

保育園、幼稚園などが利用 

しやすい 101人

住環境が良い 

 19人

６ 
保育サービスが 

充実している 77人 

近所づきあいや地域活動が 

盛んである 84人

公園や児童館など子どもの 

居場所が多い 15人

７ 
子育てに関する情報を 

得やすい 74人 

子育てに関する情報を 

得やすい 63人

近所づきあいや地域活動が 

盛んである 13人

８ 
自然環境が良い 

 66人 

自然環境が良い 

 62人

自然環境が良い 

 9人

９ 
近所づきあいや地域活動が 

盛んである 46人 

保育サービスが 

充実している 51人

子育てに関する情報を 

得やすい 8人

10 
地域の子育てネットワークが 

できている 31人 

地域の子育てネットワークが 

できている 23人

地域の子育てネットワークが 

できている 4人

11 
事故や犯罪が少ない 

 15人 

事故や犯罪が少ない 

 23人

事故や犯罪が少ない 

 4人

12 
その他  

 32人 

その他 

 42人

その他 

 6人
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中学生保護者小学生 就学前児童  ２ 新宿区での子育て継続意向 

 
「ずっと新宿区で子育てをしていきたい」は就学前児童保護者で 35.3％、小学生保護者

で 46.2％、中学生保護者で 56.3％となっています。「当分の間は新宿区で子育てをしてい

きたい」は就学前児童保護者で 48.4％、小学生保護者で 39.1％、中学生保護者で 28.4％

となっており、その理由は、「子育ての利便性は高いが、家賃や地価が高く新宿区内で広い

住居は望めないので、子どもが大きくなったら転出すると思うから」が就学前児童保護者、

小学生保護者で半数近く、中学生保護者では 31.5％となっています。 

 

 
図表18 

35.3

46.2

56.3

48.4

39.1

28.4

8.0

6.2

6.3

3.2

4.1

6.3

0.5

1.2

2.1

2.6

3.2

2.5

(％)

ずっと新
宿区で子
育てをし
ていきた
い 

当分の間
は新宿区
で子育て
をしてい
きたい 

できれば
新宿区以
外の（都
内・都外
の）区市
町村で子
育てをし
たい 

近いうち
に転出す
るつもり
である 

その他 不明 

 

 
 
 
 
 
 n

(924)

(190)

(920) 
 
 
 
 

就学前児童保護者 

小学生保護者 

中学生保護者 

 
 
       当分の間だけ新宿区で子育てをしていきたいと思う理由 図表19

 

n

(445)

(361)

( 54)

11.9

9.1

14.8

47.0

49.3

31.5

7.6

6.6

11.1

32.6

32.1

38.9 3.7

2.8

0.9

(％)

保育園・幼稚
園・子ども園・
児童館・学校
など子育て支
援サービスや
教育環境が特
に良いから 

子育ての利便
性は高いが、
家賃や地価が
高く新宿区内
で広い住居は
望めないので、
子どもが大き
くなったら転
出すると思う
から 

子育て支援・
教育は充実し
ているが、子
どもの年齢が
大きくなると
地域の安全面
での心配が大
きくなるから 

その他 不明  
 
 
 
 
 
 
 就学前児童保護者 

小学生保護者 

中学生保護者 
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１ 子どもの虐待やいじめなどを解決するために必要なこと 

 
子どもの虐待やいじめなどを解決するために必要なことは、就学前児童保護者、小学生保

護者、中学生保護者で「大人が日常生活の中で、子どもの意見をよく聞くよう心がけること」、

「命の大切さについて親子で話し合うこと」が８割以上と多くなっています。 

 

 
        

 

子どもを守る仕組みについて 

中学生保護者小学生 就学前児童

図表20

８ 

大人が日常生活の中で、子どもの意
見をよく聞くよう心がけること

命の大切さについて親子で話し合う
こと

子どもが安心して相談できる窓口を
充実させること

子どもの虐待やいじめの防止につい
て、多くの人に呼びかけること

子どもの権利についての普及・啓発
を行うこと

子どもの権利に関する条例や憲章な
どをつくること

90.3

88.3

51.7

58.0

38.0

30.5

8.9

11.1

41.4

36.3

47.1

47.1

6.2

5.1

13.7

20.4

0.2

0.3

0.1

0.1

1.5

0.5

0.4

0.5

0.7

0.5

0.3

0.4

(％)
n=920 

かなり大切 
だと思う 

やや大切 
だと思う 

あまり大切 
だと思わない 

まったく大切

だと思わない 
不明 

 就学前児童保護者  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大人が日常生活の中で、子どもの意
見をよく聞くよう心がけること

命の大切さについて親子で話し合う
こと

子どもが安心して相談できる窓口を
充実させること

子どもの虐待やいじめの防止につい
て、多くの人に呼びかけること

子どもの権利についての普及・啓発
を行うこと

子どもの権利に関する条例や憲章な
どをつくること

86.3

87.0

49.1

52.6

34.7

26.1

11.9

10.7

40.5

37.7

46.3

45.5

7.9

7.0

15.5

24.0

0.1

0.5

0.5

1.3

2.6

0.3

1.7

1.7

2.2

2.2

2.2

1.8

(％)

かなり大切 
だと思う 

やや大切 
だと思う 

あまり大切 
だと思わない 

まったく大切

だと思わない 
不明 

n=924 

小学生保護者  

 

大人が日常生活の中で、子どもの意
見をよく聞くよう心がけること

命の大切さについて親子で話し合う
こと

子どもが安心して相談できる窓口を
充実させること

子どもの虐待やいじめの防止につい
て、多くの人に呼びかけること

子どもの権利についての普及・啓発
を行うこと

子どもの権利に関する条例や憲章な
どをつくること

82.1

80.5

39.5

51.1

29.5

24.2

12.6

12.6

44.2

35.3

45.3

38.4

11.1

8.9

20.0

30.5

4.2

4.7

4.7

4.7

4.7

4.7

1.1

2.1

0.5

2.1

0.5

(％)
n=190 

かなり大切 
だと思う 

やや大切 
だと思う 

あまり大切 
だと思わない 

まったく大切

だと思わない 
不明 

 
中学生保護者  
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１ 子どもの数の理想と現実に差がある原因 

 
子どもの数の理想と現実に差がある原因は、就学前児童保護者、小学生保護者ともに「教

育費など子育ての経費がかかりすぎるから」が最も多くなっています。就学前児童保護者で

は、次に「子育ての社会的環境が整っていないから」が 52.3％で続いています。 

 
        

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育費など子育ての経費が
かかりすぎるから

子育ての社会的環境が
整っていないから

住居のスペースに
余裕がないから

高齢で出産する人が
増えているから

子育ての精神的負担が
重くなりすぎるから

自分の就労状況からみて
負担がかかりすぎるから

生活水準が落ちてしまうから

子ども一人一人の面倒をみる時間が
十分にとれなくなるから

自分のやりたい勉強や趣味をする
時間がなくなるから

健康・体力に自信がないから

83.0

52.3

49.5

48.5

39.2

38.6

28.0

22.8

21.4

13.3

81.0

38.4

48.2

41.3

34.3

32.9

24.4

22.8

15.8

9.4

0 20 40 60 80 100 (％)

就学前児童保護者  n=920

小学生保護者      n=924

子育て支援全般について ９ 

就学前児童 小学生

（複数回答、上位10項目） 図表21
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中学生保護者小学生 就学前児童２ 子どもを育てやすい社会に必要なこと 

 
子どもを育てやすい社会に必要なことは、就学前児童保護者、小学生保護者、中学生保護

者すべてで「児童手当や税金・教育費の軽減など経済的援助」が最も多くなっています。次

に、就学前児童保護者では「保育サービスの充実（待機児解消、一時保育、延長保育、病後

児保育など）」が 39.6％、小学生保護者と中学生保護者では「子どもの安全・安心が守られ

る社会」（37.6％、44.2％）で続いています。 

 

 
        

児童手当や税金・教育費の
軽減など経済的援助

保育サービスの充実（待機児解消、
一時保育、延長保育、病後児保育など）

子育てをしやすい職場づくりのための支援
（職場の雰囲気、育児休業制度、労働時間の短縮等）

子どもの安全・安心が守られる社会

子どもが安心して放課後を過ごすことの
できる居場所づくり

子ども連れで外出しやすいまちづくり（まちのバリアフ
リー、授乳やオムツ換えなどに配慮した施設の整備）

子どもや子育て中の親に対する社会の暖かい目

学校教育の充実

男性も女性も家事・育児に参加する
男女共同参画の意識づくり

公園や遊び場の充実

学童クラブの保育の質・内容の充実

小児科・小児歯科などの医療機関情報の提供

64.1
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34.2

29.9

17.5
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7.9

7.1
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7.3
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18.9

29.5

44.2

16.3

3.2
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30.5

9.5

9.5

8.9

11.6

0 20 40 60 80 (％)

就学前児童保護者  n=920
小学生保護者      n=924
中学生保護者      n=190

（複数回答、上位12項目） 図表22
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10 保育サービス等の利用について 

 
就学前児童１ 保育状況（現状） 

 
就学前児童保護者の、平日の児童の保育状況は、「自宅にて自分が保育をしている」が

38.2％、「認可保育園に通っている」が 28.3％、「幼稚園に通っている」が 21.7％となっ

ています。 

 
        38.2

1.8 0.1 1.4 0.9

28.3
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1.7 2.1 1.5 0.7 - 0.3 0.5 0.8
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(％)図表23 50
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２ 利用意向
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その内訳は、「
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１ 放課後子
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たい」が 49.

放課後の居

 
        
 
 
 
 
 
 

図表24
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放図表25
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就学前児童 

保護者の、平日の保育サービスは、「利用したい」が 63.8％となっています。

認可保育園」が 54.7％、「幼稚園」が 16.9％、「子ども園」が 16.2％とな

育時間は「７～10 時間未満」が 34.2％と最も多くなっています。 

どもひろばの利用意向・放課後の居場所の希望 

保護者の、子どもの就学後の放課後子どもひろばの利用については、「利用し

9％、「わからない」が 42.1％となっている。 

場所の希望については、「通学している小学校内」が 67.0％となっている。 
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３ 子どもの学校生活について 

中学生保護者１ 子どもの学校生活についての不安や悩み 

 
子どもの学校生活についての不安や悩みは、「子どもの学力について」が 38.9％、「学校

の授業を補うための学習塾などの費用のこと」が 28.9％となっています。 

 
図表26 （複数回答、上位10項目および「特にない」）  
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中学生本人・青少年調査の結果 

 
 
１ 回答者と家族の状況について 

 
青少年中学生本人 １ 回答者と家族の状況 

 
■きょうだいの数 中学生は「一人っ子」が25.8％、きょうだいがいる人のうち「２人」が63.4％ 

           青少年は「一人っ子」が22.1％、きょうだいがいる人のうち「２人」が73.9％ 
 
 
 
 
２ 日常生活や学校生活について 

 
青少年中学生本人 １ 毎日の楽しさ 

 
毎日の生活が「とても楽しい」は、中学生で 39.1％、青少年で 28.3％となっています。 

 
図表１ 
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不明 
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(113)

 
中学生本人

青少年調査

中学生本人 

青少年調査 

 

 
 
 

青少年中学生本人 ２ 家族との関わり 

 
家族と「よく話をする」は中学生で 54.3％、青少年では 73.5％となっています。 

 
 
 

 
 
 
 
３ 悩みごと 

 
悩みごとは、中学生では「友だちとのけんかについて」（38.8％）、「学校の勉強について」

（37.3％）、「進路や進学について」（31.3％）の順に、青少年では「学校の勉強や仕事に

ついて」（75.8％）、「進路や進学について」（65.9％）、「友達や職場の人との人間関係につ

いて」（44.0％）の順になっています。 
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0
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40
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80
(％)

中学生本人　n=67

（複数回答） 

図表２ 
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図表３ 
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青少年中学生本人 ４ むしゃくしゃ、イライラすること 

 
むしゃくしゃ、イライラすることが「よくある」は、中学生で 23.8％、青少年で 17.7％

となっています。 

 
図表４ 
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１ 食事で大切にしていること 

 
食事で大切にしていることは、中学生、青少年ともに「おいしいこと」が７割台後半と最

も多く、次に「栄養バランス」が続いています。 

 
        

 

食事や健康などについて 

青少年中学生本人 

（複数回答） 図表５ 
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４ コミュニケーションツールについて 

青少年中学生本人 １ 専用携帯電話の所有状況 

 
専用携帯電話を「持っている」は、中学生では 68.9％、青少年では 92.0％となってい

ます。 

 

68.9
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        図表６ 
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青少年調査

中学生本人 
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青少年中学生本人 ２ 携帯電話やパソコンの使用について困ったこと 

 
携帯電話やパソコンの使用について困ったことは、中学生では「使用料が高額になって親

から注意されたことがある」が 39.0％で最も多くなっています。「友人や家族等とのコミュ

ニケーションが面倒だと感じたことがある」は中学生で 17.6％、青少年で 19.1％となっ

ています。 

 
        図表７ （複数回答）
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中学生本人付き合いの状況 

合いは、「よくある」が 38.4％、「たまにある」が 43.7％となっています。 
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青少年中学生本人 ２ 地域活動の参加経験 

 
地域活動の参加経験は、中学生、青少年ともに「スポーツ、レクリエーション、お祭りな

ど、地域のイベントの企画や手伝い」と「公園や道路などのまちの清掃活動」が多くなって

います。 

 
       

図表９  （複数回答） 
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６ 

青少年１ 20 年後の家族について 

 
20 年後の家族については、「結婚して、子どもがいる」が 52.2％となっています。 

 
図表10 
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少子社会に関する調査の結果 
 
 
 
１ 回答者と家族の状況について 

 
１ 回答者と家族の状況 

 
■家族 一人暮らしは 36.5％、家族の人数は平均 2.3 人。 

同居している家族は「父母」が 34.5％、兄弟姉妹が 22.1％、 

夫または妻が 20.9％。 

■平日の主な活動 「学校に通っている」は 16.9％、「仕事をしている」は 75.9％。 
 
 
 
 
 
１ 毎日の楽しさ 

 
毎日の生活が「とても楽しい」は 17.7％、「まあまあ楽しい」は 60.6％となっています。 

 
 
 
 

 

日常生活について 
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２ 

 

 
２ 仕事と生活のバランス（理想・今の状態） 

 
仕事と生活のバランスについては、「仕事と家庭生活を同時に重視」したいという理想を

描いている人が 59.0％と多いものの、現在の状態では「仕事を優先」（30.5％）または「ど

ちらかといえば、家庭生活よりも仕事を優先」（25.7％）としている人が多くなっています。 

 
図表２  ｎ=249 
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１ 結婚についての考え方 

 
結婚についての考え方は、「好きな人と一緒に暮らすのは自然なことだと思う」が 59.0％、

「無理に結婚する必要はないと思う」が 51.0％の順に多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
１ 少子化の原因 

 
少子化の原因は、「子育てのための経済的負担が大きいから」（56.6％）と「女性が働き

ながら、子どもを育てる条件が整っていないから」（55.0％）が多くなっています。 
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円満な暮らしや老後のために結婚は
必要だと思う

結婚することは人間にとって
当たり前のことだと思う

その他

何も考えていない
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n=249

子育てのための経済的負担が大きいから

女性が働きながら、子どもを育てる条件が
整っていないから

結婚しない人が増えたから

結婚年齢が高まったから

保育施設や育児休業等、子育てに対する
社会的援助が不十分だから

子育てより、自分たちの生活を大切にしたい
夫婦が増えたから

育児に関して、職場の理解や協力が
足りないから

子育てへの不安など、精神的な負担が
大きいから

少人数の子どもに、十分手をかけて育てたい
という人が増えたから

住宅事情がよくないから

子育てのための肉体的負担が大きいから

育児に関して、家族等周囲の理解や協力が
足りないから

結婚をしない男女間の子どもに対する差別や、
偏見があるから

その他

わからない
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12.4
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結婚や子育てについて 

図表３ 

少子化について ４ 

図表４ 

（複数回答） 

（複数回答） 

３ 



 
 
 
５ 新宿区について 

１ 新宿区への愛着度 

 
新宿区への愛着度は、新宿区への愛着度は、「とても好き」は中学生本人で 29.1％、青少

年調査で 27.4％、少子社会に関する調査で 27.7％となっています。 

 

 
        図表５ 

n

(151)

(113)

(249)

29.1

27.4

27.7

59.6

63.7

58.6

7.9

6.2

9.6

2.0

2.6

1.8

2.0

0.9

0.7

(％)

とても好き どちらかと
いうと好き 

どちらかと
いうと嫌い 

嫌い 不明 

 
 中学生本人 

青少年調査 

少子社会調査 
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